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アップグレード後の手順

新しいバージョンの SnapManager にアップグレードした場合は、既存のリポジトリを
更新する必要があります。また、既存のバックアップに割り当てられているバックアッ
プ保持クラスの変更が必要になる場合もあります。

SnapManager 3.3 以降にアップグレードしたあとに、唯一の認証方法としてデータベース（
DB ）認証を使用する場合は、 sqlnet.authentication_services を none に設定する必要がありま
す。この機能は RAC データベースではサポートされません。

既存のリポジトリを更新しています

SnapManager 3.3.x から SnapManager 3.4 以降にアップグレードする場合、既存のリポ
ジトリを更新する必要はありませんが、他のすべてのアップグレードパスでは、アップ
グレード後にアクセスできるように既存のリポジトリを更新する必要があります。

• アップグレードした SnapManager サーバを起動して確認しておく必要があります。

• 既存のリポジトリのバックアップが存在している必要があります。

• SnapManager 3.1 より前のバージョンから SnapManager 3.3 以降にアップグレードする場合は、まず
SnapManager 3.2 にアップグレードする必要があります。

SnapManager 3.2 にアップグレードしたあと、 SnapManager 3.3 以降にアップグレードできます。

• リポジトリを更新すると、以前のバージョンの SnapManager ではそのリポジトリを使用できなくなりま
す。

a. 既存のリポジトリを更新します。 smo repository update -repository -dbname

repository_service_name -host repository_host_name -login -username repository_user_name -port

repository_port

▪ リポジトリのユーザ名、リポジトリサービス名、およびリポジトリホスト名には、英数字、マイ
ナス記号、アンダースコア、ピリオドを使用できます。

▪ リポジトリポートには、任意の有効なポート番号を使用できます。既存のリポジトリの更新時に
使用されるその他のオプションは、次のとおりです。

▪ force オプション

▪ noprompt オプション

▪ quiet オプション

▪ verbose オプション

smo repository update -repository -dbname SALESDB

-host server1 -login -username admin -port 1521

+
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SnapManager サーバを再起動して、関連付けられているスケジュールをすべて再開します。

バックアップ保持クラスを変更しています

アップグレード後の SnapManager では、既存のバックアップにデフォルトのバックア
ップ保持クラスが割り当てられます。デフォルトの保持クラスの値は、バックアップの
要件に合わせて変更することができます。

既存のバックアップに割り当てられるデフォルトのバックアップ保持クラスは次のとおりです。

バックアップタイプ アップグレード後の保持クラスの割り当て

バックアップを無期限に保持する 無制限

その他のバックアップ 毎日

• 注： * 保持クラスを変更せずに、永続的に保持されているバックアップを削除できます。

SnapManager 3.0 以降にアップグレードすると、次の 2 つのうち大きい方の値が既存のプロファイルに割り
当てられます。

• プロファイルの以前の保持数

• smo .config ファイルで指定された、日次バックアップの保持数と保持期間のデフォルト値

a. smo .config ファイルで、 retain.hourly.count および reta.duration に割り当てられている値を変更しま
す。

次の値を入力できます。

▪ retain.hourly.count = 12

▪ retain-hourly.duration = 2 のままにします

• 関連情報 *

SnapManager の設定パラメータ
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